
第 ５ 決算の概要 

１ 各種会計総括

（１）歳入歳出の状況 

ア 決算規模の推移 

（単位 千円・比率 ％）

区

分 
年度 

歳  入 歳  出 

決 算 額 前年度比較 
すう勢

指 数
決 算 額 前年度比較 

すう勢 

指 数 

一

般

会

計

Ｒ元 323,357,635 8,831,635 113.1 315,391,616 8,892,493 113.0 

Ｈ30 314,526,000 △1,758,361 110.0 306,399,122 △3,229,361 109.8 

Ｈ29 316,284,362 31,846,923 110.7 309,628,483 30,616,837 110.9 

Ｈ28 284,437,438 △1,371,035 99.5 279,011,646 △92,453 99.9 

Ｈ27 285,808,473 － 100.0 279,104,100  － 100.0 

特

別

会

計

Ｒ元 228,643,266 △9,356,852 101.5 226,409,382 △8,949,505 102.9 

Ｈ30 238,000,119 △37,463 105.6 235,358,888 1,751,093 107.0 

Ｈ29 238,037,582 △4,427,791 105.7 233,607,795 △3,530,147 106.2 

Ｈ28 242,465,374 17,187,931 107.6 237,137,942 17,212,383 107.8 

Ｈ27 225,277,442  － 100.0 219,925,559 － 100.0 

合

計

Ｒ元 552,000,902 △525,217 108.0 541,800,998 42,988 108.6 

Ｈ30 552,526,119 △1,795,825 108.1 541,758,010 △1,478,268 108.6 

Ｈ29 554,321,944 27,419,132 108.5 543,236,279 27,086,690 108.9 

Ｈ28 526,902,812 15,816,895 103.1 516,149,588 17,119,929 103.4 

Ｈ27 511,085,916 － 100.0 499,029,659 － 100.0 

（注）すう勢指数は、平成 27 年度を 100 とした。
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イ 歳入予算の執行状況 

（単位 千円・比率 ％）

区 分 
令  和  元  年  度 平成 30 年度 

(一般会計、 

特別会計の計）

比較増減 増減率 
一般会計 特別会計 計 

予 算 現 額 350,399,480 232,660,592 583,060,072 580,167,858 2,892,214 0.5 

調 定 額 325,651,157 232,546,081 558,197,239 559,923,994 △1,726,754 △0.3 

収 入 済 額 323,357,635 228,643,266 552,000,902 552,526,119 △525,217 △0.1 

収入済額のうち

還付未済額
82,672 104,603 187,275 212,573 △25,298 △11.9 

収入済額の予算現

額に対する執行率
92.3 98.3 94.7 95.2 △0.5 － 

収入済額の調定額

に対する収入率
99.3 98.3 98.9 98.7 0.2 － 

不納欠損額 225,580 920,271 1,145,851 1,682,203 △536,352 △31.9 

収入未済額 2,150,613 3,087,146 5,237,760 5,928,244 △690,483 △11.6 

（ア）不納欠損額は 11 億 4,585 万円で、前年度に比べ５億 3,635 万円（31.9％）減少してい

た。 

   不納欠損額の主なものは、一般会計の市税１億 4,082 万円、国民健康保険事業会計の国

民健康保険料・税８億 1,743 万円、介護保険事業会計の保険料 7,605 万円である。 

（イ）収入未済額は 52 億 3,776 万円で、調定額の 0.9％を占めており、前年度に比べ６億

9,048 万円（11.6％）減少していた。 

   収入未済額の主なものは、一般会計の市税 14 億 7,376 万円、諸収入４億 2,633 万円、

使用料及び手数料１億 9,857 万円、国民健康保険事業会計の国民健康保険料・税 20 億

5,314 万円、母子・父子・寡婦福祉資金貸付金会計の諸収入５億 3,164 万円、介護保険事

業会計の保険料１億 9,818 万円である。 
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ウ 歳出予算の執行状況 

（単位 千円・比率 ％）

区 分 
令  和  元  年  度 平成 30 年度 

(一般会計、 

特別会計の計）

比較増減 増減率
一般会計 特別会計 計 

予 算 現 額 350,399,480 232,660,592 583,060,072 580,167,858 2,892,214 0.5 

支 出 済 額 315,391,616 226,409,382 541,800,998 541,758,010 42,988 0.0 

翌年度繰越額 21,519,896 － 21,519,896 17,646,007 3,873,888 22.0 

不 用 額 13,487,968 6,251,209 19,739,177 20,763,839 △1,024,661 △4.9 

執 行 率 90.0 97.3 92.9 93.4 △0.5 － 

（ア）繰越明許費等の翌年度繰越額は 215 億 1,989 万円で、前年度に比べ 38 億 7,388 万円

（22.0％）増加していた。 

（イ）不用額は 197億 3,917万円で、前年度に比べ 10億 2,466万円（4.9％）減少していた。 

なお、不用額総額のうち予備費における不用額６億 5,644 万円を除いた額は 190 億

8,273 万円で、この額が予算現額に占める割合は 3.3％となり、前年度を 0.2 ポイント下

回っていた。 

エ 収支の状況 

（単位 千円・比率 ％）

区 分 
令  和  元  年  度 平成 30 年度 

(一般会計、 

特別会計の計）

比較増減 増減率 
一般会計 特別会計 計 

Ａ 歳 入 総 額 323,357,635 228,643,266 552,000,902 552,526,119 △525,217 △0.1 

Ｂ 歳 出 総 額 315,391,616 226,409,382 541,800,998 541,758,010 42,988 0.0 

Ｃ

歳 入 歳 出 

差 引 額

（Ａ－Ｂ） 

7,966,019 2,233,884 10,199,903 10,768,109 △568,205 △5.3 

Ｄ
翌年度へ繰り 

越すべき財源
2,878,082 － 2,878,082 2,807,357 70,724 2.5 

Ｅ
実 質 収 支 

（Ｃ－Ｄ） 
5,087,937 2,233,884 7,321,821 7,960,751 △638,929 △8.0 

歳入総額に 

対する割合 

（Ｅ÷Ａ） 

1.6 1.0 1.3 1.4 △0.1 ― 
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（２）債務負担行為の状況 

（単位 千円）

区分 
平成 3 0 年度以 前 

設 定 限 度 額 

令 和 元 年 度 新 規 

設 定 限 度 額 

令 和 元 年 度 現 在 

設 定 限 度 額 

平成 30 年度末 

までの支出済額 

令 和 元 年 度 

支 出 済 額 

令和２年度以降 

支 出 予 定 額 

件 件 件

一般会計 166 16,149,478 102 45,766,516 268 61,915,994 28,403,437 5,277,550 26,031,310

特別会計 15 82,078 11 391,341 26 473,419 1,834,471 425,233 406,762

計 181 16,231,556 113 46,157,857 294 62,389,413 30,237,908 5,702,783 26,438,072

（注）設定限度額、支出予定額には、金額表示できないものは除いてある。 

ア 本年度新たに設定した債務負担行為限度額は 113 件 461 億 5,785 万円で、これを含めた

本年度末の債務負担行為限度額の合計額は 294 件 623 億 8,941 万円となっていた。 

イ 本年度の支出済額は57億 278万円で、翌年度以降の支出予定額は264億 3,807万円となっ

ていた。 

（３）市債の状況 

（単位 千円）

区分 
平成30年度末 

現  在  高 

令和元年度 

借 入 額 

令 和 元 年 度 償 還 額 令和元年度末 

現  在  高 元 金 利 子 計 

一般会計 461,388,484 39,028,000 32,295,409 3,023,950 35,319,359 468,121,075 

特別会計 12,529,288 460,900 794,305 185,144 979,449 12,195,883 

計 473,917,772 39,488,900 33,089,714 3,209,094 36,298,808 480,316,958 

ア 本年度の市債借入額は 394 億 8,890 万円で、前年度に比べ 33 億 3,120 万円（9.2％）増加

していた。 

また、本年度の借入額の歳入決算額に占める割合は 7.2％で、前年度を 0.6 ポイント上回

っていた。 

イ 本年度の元利償還額は 362 億 9,880 万円で、前年度に比べ７億 7,213 万円（2.2％）増加

していた。 

また、元利償還額の歳出決算額に占める割合は 6.7％で、前年度を 0.1 ポイント上回っ

ていた。 

ウ 本年度末現在の市債残高は 4,803億 1,695万円で、前年度に比べ 63億 9,918万円（1.4％）

増加していた。 
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エ 各種会計における最近５か年の借入額、償還額及び年度末現在高の推移は、次のとおり

である。 

年度 借 入 額 
償 還 額 

年度末現在高 
左に対する市民 

1人当たりの額元  金 利  子 計 

 千円 千円   千円 円

Ｒ元 39,488,900 33,089,714 3,209,094 36,298,808 480,316,958 689,747 

Ｈ30 36,157,700 31,752,247 3,774,423 35,526,670 473,917,772 677,078 

Ｈ29 40,363,200 33,241,914 4,439,195 37,681,109 469,512,319 666,880 

Ｈ28 35,728,200 31,870,569 5,220,269 37,090,838 464,336,305 656,609

Ｈ27 35,336,200 31,342,519 5,516,311 36,858,830 452,660,588 637,378

（注）市民１人当たりの額は、各年度末現在高（元金）を当該年度末現在の住民基本台帳人口

（外国人を含む）で除した数値である。 

最近５か年の市債の推移（一般会計、特別会計の合計） 
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（４）普通会計における財政指標等  

ア 財政状況の概要 

（単位 千円・比率 ％）

区  分 令 和 元 年 度 平 成 30 年 度 比較増減 

歳 入 総 額 （Ａ） 321,728,167 312,971,223 8,756,944 

歳 出 総 額 （Ｂ） 313,612,705 304,712,113 8,900,592 

歳 入 歳 出 差 引 額 （Ｃ）
8,115,462 8,259,110 △143,648 

(形式収支）（A）－（B） 

翌年度へ 

繰り越すべき財源 
（Ｄ） 3,009,435 2,905,301 104,134 

実 質 収 支 （Ｅ）
5,106,027 5,353,809 △247,782 

（C）－（D） 

実 質 収 支 比 率 
2.7 2.8 △0.1 

（E）／（J）×100 

単 年 度 収 支 （Ｆ） △247,783 783,187 △1,030,970 

積 立 金 （Ｇ） 2,700,461 2,900,573 △200,112 

繰 上 償 還 金 （Ｈ） 0 0 0 

積 立 金 取 崩 し 額 （Ｉ） 2,665,493 2,928,508 △263,015 

実 質 単 年 度 収 支 
△212,815 755,252 △968,067 

（F）＋（G）＋（H）－（I）

基 準 財 政 収 入 額 123,497,370 122,599,214 898,156 

基 準 財 政 需 要 額 139,676,412 137,072,973 2,603,439 

財 政 力 指 数 0.891 0.903 △0.012 

経 常 収 支 比 率 94.7 92.6 2.1 

標 準 財 政 規 模 （Ｊ） 187,789,105 188,209,181 △420,076 
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（区  分） （令 和 元 年 度） （平 成 30 年 度） （比較増減） 

経 常 一 般 財 源 等 比 率 93.3 92.0 1.3 

地 方 債 現 在 高 433,627,262 429,140,811 4,486,451 

積 立 金 現 在 額 27,623,131 28,440,476 △817,345 

収 益 事 業 収 入 額 1,815,750 2,031,038 △215,288 

債 務 負 担 行 為 額 26,031,310 27,993,155 △1,961,845 

歳

入

自 主 財 源 170,763,411 166,977,519 3,785,892 

（ 構 成 比 率 ） （53.1） （53.4） （△0.3） 

依 存 財 源 150,964,756 145,993,704 4,971,052 

（ 構 成 比 率 ） （46.9） （46.6） （0.3） 

歳

出

義 務 的 経 費 179,033,949 173,498,424 5,535,525 

（ 構 成 比 率 ） （57.1） （56.9） （0.2） 

投 資 的 経 費 40,647,300 38,215,115 2,432,185 

（ 構 成 比 率 ） （13.0） （12.5） （0.5） 

そ の 他 93,931,456 92,998,574 932,882 

（ 構 成 比 率 ） （29.9） （30.6） （△0.7） 

（注１）令和元年度の数値は、総務省が毎年実施している地方財政状況調査の速報値である。 

（注２）表中に用いられている用語の説明は次ページのとおりである。

イ 最近５か年の財政指標の推移 

財 政 指 標 令和元年度 平成 30 年度 平成 29 年度 平成 28 年度 平成 27 年度 

標 準 財 政 規 模 

（百万円） 
187,789 188,209 186,501 163,647 165,146 

実 質 収 支 比 率 

（％） 
2.7 2.8 2.5 2.1 2.5 

財 政 力 指 数 0.891 0.903 0.911 0.916 0.910 

経 常 収 支 比 率 

（％） 
94.7 92.6 94.0 93.8 91.3 

経常一般財源等比率 

（％） 
93.3 92.0 91.5 91.7 92.8 
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用 語 説 明 

【普通会計】 

普通会計とは、一般会計、特別会計のように制度上の会計ではなく、決算統計上の会計区分であ

り、公営事業会計以外の会計をいう。本市の場合は一般会計に電気事業経営記念基金会計、土地

区画整理清算金会計、母子・父子・寡婦福祉資金貸付金会計、公債管理事業会計及び静岡市立

静岡病院事業債管理事業会計を加えたものであり、各会計間の重複額を控除し、純計規模を計算

して、１つの会計とみなしたものである。

なお、特別会計のうち、公営事業会計である競輪事業会計、国民健康保険事業会計、簡易水道

事業会計、農業集落排水事業会計、駐車場事業会計、介護保険事業会計、介護保険サービス会

計、中央卸売市場事業会計及び後期高齢者医療事業会計は除外される。 

【実質収支比率】 

実質収支の標準財政規模に対する割合。実質収支比率が正数の場合は実質収支の黒字、負数

の場合は赤字を示す。３～５％程度が望ましい数値とされている。

【単年度収支】 

当該年度の決算による実質収支から前年度の実質収支を差し引いた額をいう。

【基準財政収入額】 

普通交付税の算定に用いるもので、各地方公共団体の財政力を合理的に測定するために、標準

的な状態において徴収が見込まれる税収入を一定の方法により算定した額である。

【基準財政需要額】 

普通交付税の算定基礎となるもので、各地方公共団体が合理的かつ妥当な水準における行政を

行い、又は施設を維持するための財政需要を一定の方法によって合理的に算定した額である。

【財政力指数】 

地方公共団体の財政力を示す指数で、基準財政収入額を基準財政需要額で除して得た数値の

過去３年間の平均値。財政力指数が高いほど、普通交付税算定上の留保財源が大きいことになり、

財源に余裕があるといえる。1.00 以上であれば財政が豊かであり、1.00 未満の場合は、1.00 に近い

ほど良い。

【経常収支比率】 

地方公共団体の財政構造の弾力性を判断するための指標で、人件費、扶助費、公債費のように

毎年度経常的に支出される経費（経常的経費）に充当された一般財源の額が、地方税、普通交付

税を中心とする毎年度経常的に収入される一般財源（経常一般財源）、減収補てん債特例分及び

臨時財政対策債の合計額に占める割合。この指標は経常的経費に経常一般財源収入がどの程度

充当されているかを見るものであり、70～80％の範囲に分布するのが望ましく、80％を超える場合に

は、財政構造の弾力性が失われつつあるとみなされる。

【標準財政規模】 

地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的一般財源の規模を示すもので、

標準税収入額等に普通交付税を加算した額をいう。

【経常一般財源等比率】 

経常的に収入される一般財源の合計額の標準財政規模に対する割合。財政上の自律性と安定

性を示す。100％を超えるほど経常一般財源に余裕があり、歳入構造に弾力性があるといえる。
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